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特集和訳聖書翻訳の変遷
聖書普及活動開始130年を迎えて



イ
エ
ス
は
、
カ
ナ
ン
の
地
テ
ィ
ル
ス
と
シ
ド

ン
に
弟
子
た
ち
と
や
っ
て
来
ま
し
た
。
洗
礼
者

ヨ
ハ
ネ
が
処
刑
さ
れ
た
後
の
、
人
目
を
避
け
る

異
教
の
地
へ
の
旅
で
し
た
が
、
大
勢
の
人
が
イ

エ
ス
を
慕
っ
て
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。「
娘

を
救
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
叫
び
な
が
ら
つ
い
て

く
る
女
が
い
ま
し
た
。
だ
が
、
イ
エ
ス
は
驚
く

ほ
ど
邪
険
で
し
た
。

シ
ド
ン
の
北
を
流
れ
る
ア
ワ
リ
川
の
あ
た
り

に
エ
シ
ュ
ム
ン
神
殿
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
は

当
時
、
ギ
リ
シ
ア
の
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
、
ト
ル
コ

の
ペ
ル
ガ
モ
と
並
び
称
さ
れ
る
三
大
ア
ス
ク
レ

ピ
オ
ス
神
殿
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
す
。
神
殿
で

は
神
官
に
よ
っ
て
医
療
行
為
が
行
わ
れ
、
町
は

癒
し
を
求
め
る
人
々
で

れ
、
門
前
市
を
な
し

て
い
ま
し
た
。
イ
エ
ス
の
カ
ナ
ン
の
女
に
対
す

る
冷
た
い
態
度
は
こ
の
た
め
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

カ
ナ
ン
の
女
は
無
視
さ
れ
、
拒
絶
さ
れ
、
つ

い
に
「
主
よ
、
ご
も
っ
と
も
で
す
。
し
か
し
、

小
犬
も
主
人
の
食
卓
か
ら
落
ち
る
パ
ン

は
い

た
だ
く
の
で
す
」（
マ
タ
イ
一
五
・
二
七
）
と

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
信
仰
を
表
明
す

る
に
至
り
ま
し
た
。

今
は
こ
の
神
殿
遺
跡
を
訪
れ
る
人
も
少
な

く
、
寂
し
い
雰
囲
気
で
す
。
レ
バ
ノ
ン
を
訪
れ

て
驚
い
た
の
で
す
が
、
国
民
の
約
三
〇
％
が
キ

リ
ス
ト
教
徒
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

The World of the Bible “The Esmun-Asklepios shrine where Healing God was enshrined” / Photo & Essay by Tadashi Yokoyama
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Bible Verse & Essay by Jun Ikenaga
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令
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砂
漠
の
歌
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巻 頭 聖 句

ここで「捨てる」と訳された言葉(tiqhmi)は、

ギリシア語自体の意味は「置く」であるが、

ヨハネ福音書では自分の命を「捨てる」という意味合いが特別に持たされた。

「自分の命」は、ヨハネ福音書では「自分自身」と同義である。

一回限りの命を捨てることは、文字どおりには死の時しかありえない。

しかし、ヨハネはここで、

一回限り自分の命を差し出すことだけを表現したのではない。

愛の日常的な姿、しかも最も深い愛のあり方を表したのである。

アラム語で語られたイエスの言葉の真意を汲みとり、

世の終わりまで伝えようとしたヨハネの周到な意図が見える。

友のために自分の命を捨てること、
これ以上に大きな愛はない。

（ヨハネによる福音書　15章13節）

聖
書
セ
ミ
ナ
ー
　
　
永
田
竹
司

エ
フ
ェ
ソ
の
信
徒
へ
の
手
紙
を
読
む

10
J
B
S
情
報

教
会
の
幅
広
い
ご
協
力
を
も
と
め
て

「
国
際
聖
書
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
6
」
告
知

池長　潤

カトリック大阪(大司教区)大司教

表紙の言葉
銀座というと、やはり銀座和
光ビルが欠かせない。1932
年竣工のこの建物は、当時流
行であったアメリカ・ルネサ
ンス様式が取り入れられ、モ
ガ・モボと呼ばれた人たちが
行き交ったモダンな時代を今
に伝えている。人や車が変わ
っても、変わらない銀座への
「憧れ」はここにあると思う。

（絵・文=佐藤百合子）
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翻
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迎
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範
久

倉
田
百
三
と
聖
書

1417
手
話
訳
聖
書
実
現
に
向
け
て
の
お
願
い

16

B
ible

G
uide

こ
の
冬
、
ゆ
っ
く
り
聖
書
を
楽
し
む

15

24

5

いけなが　じゅん



2

2005年度の日本聖書協会による海外

聖書製作支援のハイライトは、エジプト

聖書協会へアラビア語聖書12万冊を日

本で印刷・製本してお送りしたことでし

ょう。日本の印刷・製本技術の高さが評

価され、2006年度もエジプトへのアラ

ビア語聖書製作を続ける予定です。エジ

プト聖書協会による1年間の聖書頒布数

は約15万冊ですから、日本聖書協会の

貢献度が一目瞭然です。

エジプトはもともと、イスラム教が流

布されるまではコプト教会が主流を占め

ていました。現在は人口の80％以上が

イスラム教徒で、キリスト教徒はコプト

教会を中心に10％ほどです。

エジプトは識字率が低く、60％ぐら

いだと言われております。そのため、音

声聖書（テープ・CD）に人気があり、

聖書頒布の中での音声聖書の比率が高く

なっております。そこで日本聖書協会は、

エジプト聖書協会へアラビア語の「バイ

ブルトーク」を届けようと、現在、準備

中です。2005年度には７階建ての新し

いエジプト聖書協会の建物が建ち、I T
技術を駆使した活動が始まろうとしてお

り、今後が期待されます。

渡部 信
わたべ まこと

日本聖書協会総主事

エジプト聖書協会を
支援する

アラビア語聖書

エジプト聖書協会の人々

財団法人 日本聖書協会　

総主事　渡部　信

21世紀に入り、日本における聖書普及活動は130年を迎えまし

たが、福音宣教の課題はいまだに大きく、私どもはさらに新しい

時代に向かって常に挑戦していかなければなりません。そこで今

回は、文語訳、口語訳、新共同訳を中心とした和訳聖書の歴史を

遡り、今までの歩みを振り返り、将来へと展開するための特集を

組んでみました。

江戸時代末期、ようやく鎖国が解かれ、日本へみ言葉を伝えよ

うと、海外の宣教師たちは幾多の困難を経験し、また国内の伝道

者たちの手によって最初の日本語聖書が翻訳されましたが、その

働きの実は今日まで途絶えることなく３つの聖書翻訳によって受

け継がれてまいりました。

日本は現在、大きな変換点を迎えております。人口の減少、高

年齢者の増加、I T時代……。このような中で、新しい世代に受

け継ぐべき大事な聖書のみ言葉、福音を、どのように将来、宣べ

伝えていくのか。

まず、聖書が読まれることによって、福音が多くの人々に理解

されることが大事であります。これが聖書普及活動の原点でもあ

り、この課題に応えてこそ、次の世代に向かって明るい希望を持

つことができるでしょう。今後の聖書協会の活動の上に皆様の相

変わらぬお祈りとお支えをいただければ幸いに思います。

ソア27号発行によせて
会報誌「SOWER」ソア（＝種まく人）27号をお届けいたします。

BS NEWS



3 Transition of Japanese Bible translations

昨
年
二
〇
〇
五
年
十
月
、
日
本
聖
書
協
会
は
、
聖
書
普
及
活
動
開
始
か
ら
百
三
十
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
一
九
世
紀
、
二
〇

世
紀
、
二
一
世
紀
と
三
つ
の
世
紀
を
経
る
中
で
大
き
な
変
化
を
経
験
し
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
つ
の
時
代
に
、
そ
の
時
代
を
映

す
よ
う
に
し
て
「
文
語
訳
」「
口
語
訳
」「
新
共
同
訳
」
と
い
う
三
つ
の
和
訳
聖
書
が
生
み
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、

聖
書
が
和
訳
さ
れ
た
歴
史
を
た
ど
り
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
聖
書
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

特集

序

和
訳
聖
書
の
あ
け
ぼ
の

―
―
個
人
訳
の
時
代

現
存
す
る
最
古
の
和
訳
聖
書

一
九
世
紀
に
入
っ
て
間
も
な
い
一
八
〇
四
年
、
初

め
て
英
国
ロ
ン
ド
ン
に
聖
書
協
会
が
組
織
さ
れ
る
な

ど
、
欧
米
で
は
、
海
外
諸
国
へ
の
宣
教
の
た
め
に
聖
書

翻
訳
を
し
よ
う
と
す
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
の

時
代
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
に

宣
教
師
た
ち
は
多
数
遣
わ
さ
れ
、
現
地
語
へ
の
聖
書

翻
訳
に
尽
力
し
て
い
た
。 編

集
部

和
訳
聖
書
翻
訳
の
変
遷

聖
書
普
及
活
動
開
始
百
三
十
年
を
迎
え
て

ド
イ
ツ
人
宣
教
師
カ
ー
ル
・
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
は
東
洋
伝

道
に
召
命
を
覚
え
、
マ
カ
オ
に
滞
在
し
て
い
た
。
日
本

伝
道
を
志
し
て
い
た
彼
は
、
尾
張
出
身
の
三
名
の
日

本
人
漂
流
民
に
出
会
っ
て
日
本
語
を
学
び
、
一
八
三
七

（
天
保
八
年
）年
、『
約
翰
福
音
之
傳
』『
約
翰
上
中
下
書
』

を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
刊
行
し
た
。
こ
れ
が
現
存
す
る

最
古
の
和
訳
聖
書
で
あ
る
。
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
訳
は
木
版
刷

り
の
カ
タ
カ
ナ
書
き
で
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
冒
頭
「
ハ

ジ
マ
リ
ニ

カ
シ
コ
イ
モ
ノ
ゴ
ザ
ル
、
コ
ノ
カ
シ
コ
イ
モ

ノ
　
ゴ
ク
ラ
ク
ト
モ
ニ
ゴ
ザ
ル
」
と
い
う
文
章
で
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
学
問
の
な
い
漂
流
民
た
ち
の
日
本

語
だ
け
を
頼
り
に
総
力
を
あ
げ
て
訳
し
た
跡
が
う
か

が
え
る
。
カ
タ
カ
ナ
書
き
と
し
た
の
は
、
一
般
の
人

が
読
め
る
日
本
語
翻
訳
を
目
指
し
た
か
ら
だ
と
ギ
ュ

ツ
ラ
フ
は
書
き
残
し
て
い
る
。

ギュツラフ訳
『約翰福音之傳』
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和
訳
聖
書
の
源
流
と
し
て
の
漢
訳
聖
書

一
八
八
七
年
に
文
語
訳
が
完
成
す
る
ま
で
、
そ
の

源
流
と
な
り
和
訳
聖
書
の
代
役
を
果
た
し
た
の
は
中

国
語
の
漢
訳
聖
書
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
宣
教
会
の
モ

リ
ソ
ン
は
、
一
八
一
四
年
に
中
国
語
訳
聖
書
の
新
約

を
『
新
遺
詔
書
』
と
し
て
広
東
で
刊
行
し
、
ミ
ル
ン
の

協
力
を
得
て
一
八
二
三
年
に
旧
新
約
の『
神
天
聖
書
』

を
マ
ラ
ッ
カ
で
刊
行
し
た
。
こ
れ
が
最
初
の
中
国
語
訳

旧
新
約
聖
書
で
あ
っ
た
。
中
国
語
訳
聖
書
は
さ
ら
に

改
訳
が
重
ね
ら
れ
、
代
表
（
委
員
会
）
訳
が
一
八
五
二

年
に『
新
約
全
書
』、
一
八
五
四
年
に『
舊
約
全
書
』
と

し
て
出
さ
れ
、
さ
ら
に
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
、
カ
ル
バ
ー
ト

ソ
ン
に
よ
る『
新
約
全
書
』が
一
八
五
九
年
に
、『
舊
約

全
書
』が
一
八
六
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
日
本
で
は
こ

れ
ら
の
中
国
語
訳
聖
書
が
、
漢
語
の
分
か
る
知
識
人

た
ち
に
読
ま
れ
た
。
特
に
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
‐
カ
ル
バ
ー

ト
ソ
ン
訳
聖
書
を
基
に
、
そ
の
漢
文
に
訓
点
を
施
し

た『
訓
点
新
約
全
書
』（
一
八
七
九
年
）は
、
一
八
八
三

年
の『
訓
点
舊
約
全
書
』
と
と
も
に
、
文
語
訳
が
完

成
・
普
及
す
る
ま
で
の
期
間
、
日
本
国
内
で
広
く
用
い

ら
れ
た
。

1

文
語
訳
聖
書
が
で
き
る
ま
で

「
新
約
聖
書
」
翻
訳
―
―
初
め
て
の
教
派
合
同
訳

一
八
五
九
年
に
鎖
国
か
ら
開
国
し
て
以
降
、
日
本

に
派
遣
さ
れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
た
ち
は
、

日
本
語
の
習
得
の
合
間
に
聖
書
の
日
本
語
訳
を
試
み

て
い
た
。
こ
の
時
期
、
教
派
訳
、
個
人
訳
と
し
て
、
バ

プ
テ
ス
ト
の
宣
教
師
ゴ
ー
ブ
ル
に
よ
る『
摩
太
福
音
書
』

（
一
八
七
一
年
）、
長
老
派
の
ヘ
ボ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
改
革

派
の
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
る『
馬
可
傳
』『
約
翰
傳
』（
一
八
七

二
年
）、『
馬
太
傳
』（
一
八
七
三
年
）が
刊
行
さ
れ
て
い

る
。同

じ
こ
ろ
米
国
聖
書
協
会
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
）は
、
日
本
に

一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
十
月
、
開
国
間
も
な
く
来

日
し
た
ヘ
ボ
ン
は
、
こ
の
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
訳
聖
書
を
携
え

て
き
た
と
言
わ
れ
、
そ
の
聖
書
が
、
日
本
に
届
け
ら
れ

た
最
初
の
日
本
語
聖
書
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
訳
は
日
本
語
と
し
て
の
完
成
度
が
低

い
と
さ
れ
、
広
く
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
様

に
、
一
八
五
五
年
の「
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
訳
」
も
琉
球
語

訳
で
あ
っ
た
た
め
、
普
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

『引照 新約全書』（翻訳委員社中訳）

『新約全書』
（翻訳委員社中訳
「新約聖書」
分冊）

ブリッジマン -カルバートソン訳『舊約全書』

米国聖書協会支社寄贈の
新約聖書和訳記念碑
（横浜共立学園所蔵）



中
国
の
代
表
委
員
会
方
式
に
な
ら
っ
て
原
典
に
忠
実

で
あ
る
こ
と
、
新
約
は
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
「
公
認
本
文
」

（T
extus

R
eceptus

）を
底
本
と
す
る
こ
と
、
重
要
な

訳
語
は
合
議
に
よ
り
決
定
す
る
な
ど
の
基
本
原
則
が

定
め
ら
れ
た
。
海
外
の
三
つ
の
聖
書
協
会（
米
国
聖
書

協
会
、
英
国
聖
書
協
会
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
聖
書
協
会
）

の
支
援
の
も
と
に
一
八
七
四
年
六
月
か
ら
訳
業
が
始

め
ら
れ
、
訳
了
し
た
書
よ
り
分
冊
で
刊
行
し
て
い
き
、

つ
い
に
一
八
八
〇（
明
治
一
三
）
年
に
新
約
十
七
冊
全

巻
が
完
成
し
て
、『
新
約
全
書
』と『
引
照
　
新
約
全
書
』

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
訳
業
に
は
、
当
時
広
く
読
ま

れ
て
い
た
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
‐
カ
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
訳
漢
訳

聖
書
が
参
考
に
さ
れ
、
日
本
人
翻
訳
助
手
の
力
を
借

り
て
、
漢
文
訓
読
み
、
ひ
ら
が
な
交
じ
り
の
文
体
と

な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
多
く
の
漢
字
熟
語
は
漢
訳
聖
書

に
由
来
し
て
い
る
。

「
旧
約
聖
書
」
翻
訳
へ
の
取
り
組
み

旧
約
聖
書
の
翻
訳
に
は
さ
ら
に
歳
月
を
要
し
た
。

一
八
七
六
年
十
月
、
東
京
在
住
の
各
派
の
宣
教
師
が

築
地
に
会
合
し
、
旧
約
聖
書
の
翻
訳
に
着
手
す
る
こ

と
を
決
議
し
、
東
京
聖
書
翻
訳
委
員
会
を
組
織
し
た
。

「
新
約
聖
書
」
と
同
じ
く
海
外
の
聖
書
協
会
の
支
援
の

も
と
、
一
八
七
八
年
、
聖
書
の
翻
訳
は
各
派
の
共
同

事
業
で
あ
る
と
い
う
方
針
が
決
定
さ
れ
、
各
派
か
ら

一
人
ず
つ
委
員
を
選
出
し
、
ヘ
ボ
ン
を
委
員
長
と
し
た

聖
書
翻
訳
出
版
常
置
委
員
会
が
新
た
に
設
置
さ
れ
、

十
二
名
の
委
員
に
よ
っ
て
訳
業
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
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お
い
て
教
派
に
偏
ら
な
い
共
同
翻
訳
の
日
本
語
聖
書

完
成
を
目
指
し
て
、
日
本
に
い
る
宣
教
師
た
ち
に
協

力
を
求
め
て
働
き
か
け
て
い
た
。
一
八
七
二
年
九
月
、

横
浜
居
留
地
の
ヘ
ボ
ン
宅
に
て
在
日
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

宣
教
師
会
議
が
開
か
れ
、
各
派
共
同
で
聖
書
翻
訳
を

行
う
組
織
的
な
翻
訳
事
業
と
し
て
「
翻
訳
委
員
社
中

（
後
に
委
員
会
）」
が
発
足
し
た
。
翻
訳
方
針
と
し
て
、

し
て
幾
多
の
紆
余
曲
折
を
経
て
、
一
八
八
七（
明
治
二

〇
）
年
に
全
巻
二
十
八
冊
の
旧
約
聖
書
が
刊
行
さ
れ

た
。
一
八
七
二
年
よ
り
十
五
年
の
歳
月
を
経
て
旧
新

約
聖
書
が
完
成
し
た
の
だ
が
、
こ
の
間
、
一
貫
し
て
責

任
を
負
い
、
大
部
分
の
翻
訳
を
担
当
し
た
の
は
ヘ
ボ
ン

で
あ
っ
た
。

こ
の「
明
治
訳
（
元
訳
）」
は
、
各
派
の
翻
訳
委
員
が

結
集
し
た
委
員
会
訳
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
日
本
人
学

者
に
よ
っ
て
国
語
と
し
て
整
え
ら
れ
た
訳
文
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
る
最
初
の
日
本

語
聖
書
と
な
っ
た
。
漢
訳
聖
書
を
参
考
に
し
た
こ
と

で
格
調
も
高
く
、
一
個
の
文
学
作
品
と
し
て
、
太
宰

治
、
芥
川
龍
之
介
と
い
っ
た
近
代
の
作
家
や
、
田
中
正

造
な
ど
社
会
運
動
家
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、

鈴
木
範
久
氏
に
よ
る
小
誌
連
載
記
事
「
人
物
と
聖
書
」

で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

大
正
改
訳
『
新
約
聖
書
』

共
同
翻
訳
と
し
て
完
成
し
た
明
治
訳（
元
訳
）は
キ

リ
ス
ト
教
界
、
文
学
界
に
広
く
普
及
し
た
が
、
明
治
中

ご
ろ
に
な
る
と
、
内
外
の
聖
書
神
学
の
研
究
が
さ
ら

に
進
ん
だ
こ
と
や
、
海
外
の
宣
教
師
主
導
で
進
め
ら

れ
た
明
治
訳
に
対
し
て
、
日
本
人
学
者
を
中
心
と
し

た
改
訳
の
要
請
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
九
一

七
年
に
は
ネ
ス
ト
レ
を
底
本
と
し
て
新
約
が
改
訳
さ

れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
「
大
正
改
訳
」
と
呼
ば

れ
る
新
約
聖
書
で
あ
る
。
旧
約
だ
け
は
そ
の
後
改
訳

が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
ま
で
用

『旧約全書 (分冊)』（聖書翻訳出版常置委員会訳）

『舊新約全書 (明治訳）』（1887年）
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い
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
現
在
も
、
旧

約
を
明
治
訳
、
新
約

を
大
正
改
訳
と
し
た

「
文
語
訳
」
が
、
口
語

訳（
一
九
五
五
年
）の

刊
行
以
降
も
発
行
さ

れ
続
け
て
い
る
。「
文

語
訳
」
は
、
従
来
の

一
段
組
活
版
が
、
一

九
八
二
年
に
は
二
段

組
の
新
組
版
と
さ

れ
、
現
在
で
も
年
間

三
千
冊
程
度
が
頒
布

さ
れ
て
い
る
。

2
『
口
語
訳
聖
書
』

―
―
戦
後
の
新
し
い
時
代
に

合
っ
た
言
葉
で

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
国
民
教
育
に「
新
仮
名
遣
い
」

と「
漢
字
制
限
」が
採
用
さ
れ
、
新
「
日
本
国
憲
法
」
も

口
語
体
と
な
っ
た
こ
と
で
、
聖
書
に
お
い
て
も
よ
り
現

代
的
な
口
語
改
訳
の
要
請
が
高
ま
っ
て
き
た
。
一
九
三

七
年
に
三
つ
の
海
外
聖
書
協
会
の
働
き
を
引
き
継
い
だ

日
本
聖
書
協
会
は
、
一
九
五
〇
年
に
改
訳
委
員
会
を

設
置
し
、
翌
年
、
委
員
を
選
出
し
て
、
口
語
訳
聖
書
の

完
成
を
目
指
し
た
。
旧
約
の
原
典
は
ビ
ブ
リ
ア
・
ヘ
ブ

ラ
イ
カ（
B
H
）三
版
、
新
約
の
原
典
は
ネ
ス
ト
レ
の
二

十
一
版
と
し
た
。
訳
業
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
新

約
は
一
九
五
四
年
、
旧
約
は
一
九
五
五
年
に
刊
行
さ

れ
た
。
そ
の
た
め
、
訳
文
に
つ
い
て
の
批
判
も
あ
っ
た
が
、

「
口
語
訳
」
は
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
高
ま
り
と
と
も
に

広
く
読
ま
れ
、
年
々
頒
布
数
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。
ま

た
、
国
際
ギ
デ
オ
ン
協
会
の
新
約
聖
書
と
し
て
も
長
年

用
い
ら
れ
た
が
、
現
在
は
、
一
九
八
七
年
に
刊
行
さ
れ

た「
新
共
同
訳
」の
普
及
と
と
も
に
口
語
訳
聖
書
の
頒

布
数
は
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
な
お
公
用
の
聖

書
と
し
て
教
派
採
用
が
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
年
間
二
万
冊
弱
が
頒
布
さ
れ
て
い
る
。

口
語
訳
は
二
〇
〇
二
年
に
、
新
共
同
訳
同
様
、「
ら

い
」
を
中
心
と
す
る
不
快
語
の
訳
語
改
訂
が
行
わ
れ

た
。3

教
会
一
致
運
動
に
よ
る

『
聖
書
新
共
同
訳
』

一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
教
会
一
致
（
エ
キ
ュ
メ
ニ

ズ
ム
）
運
動
が
起
こ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
一
九
六

二
年
の
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
以
降
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
教
会
と
協
力
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、
聖
書
事
業

の
う
え
で
も
両
者
に
よ
る
共
同
の
聖
書
翻
訳
実
現
が

望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
六
八
年
に
は
協
議

の
末
に
「
聖
書
翻
訳
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ

ト
リ
ッ
ク
の
共
同
作
業
の
た
め
の
標
準
原
則
」
を
連
名

で
公
表
す
る
な
ど
、
両
者
の
共
同
に
よ
る
聖
書
翻
訳

は
世
界
の
趨
勢
と
な
り
、
日
本
で
も
一
九
七
〇
年
に

共
同
訳
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九

七
八
年
に
『
新
約
聖
書
　
共
同
訳
』
が
完
成
し
た
が
、

こ
れ
は
教
会
の
外
に
い
る
人
々
に
も
読
ま
れ
る
よ
う

に
と
動
的
等
価
の
翻
訳
理
論
を
用
い
て
訳
さ
れ
た
た

め
、
教
会
関
係
者
に
は
不
評
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の

後
の
翻
訳
作
業
は
中
止
さ
れ
、
改
め
て
、
原
文
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
大
事
に
し
た
、
礼
拝
に
使
用
す
る
聖
書
と

し
て
朗
読
に
適
し
た
も
の
と
い
う
翻
訳
方
針
が
確
認

さ
れ
、
ま
た
固
有
名
詞
は
原
音
表
記
を
基
本
と
し
、
慣

用
の
定
着
し
た
一
部
人
名
等
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
尊
重

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
一
九

八
七
年
九
月
、
十
八
年
の
歳
月
を
経
て
、
日
本
で
の
カ

動的等価
聖書が書かれたころの形式と内容にできるだけ近づけようとする形式的
等価とは逆に、現在の読者に分かるようにすることを重視する翻訳理論。

『口語訳聖書』（1955年）

『改譯 新約聖書（大正改訳）』（1917年）

＊

＊
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ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
よ
る
最
初
の
共
同
翻

訳
で
あ
る『
聖
書
新
共
同
訳
』が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ

は
、
一
八
八
七
年
に
完
成
し
た
明
治
訳
か
ら
ち
ょ
う

ど
百
年
後
に
あ
た
る
。

『
聖
書

新
共
同
訳
』で
は
、
旧
新
約
聖
書
六
十
六
巻

の
も
の
と
、
旧
約
聖
書
続
編
の
つ
い
て
い
る
も
の
の
二

種
類
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
旧
約
聖
書
続
編
と
は
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
す
べ
て
ア
ポ
ク
リ
フ
ァ
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
そ
の
う
ち
の
十
書
を
第

二
正
典
と
し
て
い
る
も
の
で
、
新
共
同
訳
で
は
旧
約

聖
書
と
新
約
聖
書
の
間
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し

て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
ど
ち
ら
の
教
会

で
も
同
じ
聖
書
を
用
い
て
礼
拝
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
新
共
同
訳
は
、
ミ
サ
で
朗

読
さ
れ
、「
聖
書
と
典
礼
」
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
が
全

国
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教

会
で
も
、
公
用
の
聖
書
と
し
て
従
来
の
口
語
訳
か
ら

の
切
り
替
え
が
進
み
、
現
在
、
教
会
典
礼
用
の
聖
書

と
し
て
国
内
で
最
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
聖
書
だ

と
言
え
る
。

新
時
代
に
求
め
ら
れ
る
聖
書
と
は

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
開
国
か
ら
第
二
次
世
界
大

戦
、
戦
後
と
い
っ
た
時
代
の
変
化
に
歩
調
を
合
わ
せ
る

よ
う
に
し
て
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
つ
の
時
代
に
、

文
語
訳
、
口
語
訳
、
新
共
同
訳
と
い
う
三
つ
の
和
訳
聖

書
が
誕
生
し
て
き
た
。
新
共
同
訳
は
、
一
九
八
七
年

の
刊
行
か
ら
十
八
年
を
経
過
し
た
今
日
、
キ
リ
ス
ト

教
界
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
両

者
に
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
を
浸
透
す
る
こ
と
に
寄
与

し
て
き
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
な
お
も
キ
リ
ス
ト

教
伝
道
が
困
難
な
日
本
に
お
い
て
、
聖
書
が
宣
べ
伝

え
る
神
の
み
言
葉
を
ど
う
し
た
ら
人
々
に
理
解
し
て

も
ら
い
、
福
音
を
届
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
将

来
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
世
代
へ
信

仰
の
バ
ト
ン
を
渡
す
た
め
に
も
、
新
時
代
に
求
め
ら
れ

る
聖
書
を
模
索
し
つ
つ
、
日
本
聖
書
協
会
は
大
き
な

使
命
を
感
じ
、
そ
の
働
き
を
担
っ
て
い
き
た
い
。

『聖書 新共同訳』旧新約聖書66巻のもの(左、中央)と旧約聖書続編つき(右)

翻訳部の新設

日本聖書協会では2005年11

月に翻訳部が新設され、新共同

訳『パノラマバイブル』、『スタディ

バイブル』など、より読者の裾野

を拡げることを目途とした企画を

進めている。翻訳部では、2004

年の『スタディバイブル』新約版

に続き、旧新約版を2006年度に

完成することを目指している。

この流れを受け、日本聖書協

会では、今年の大型連休の5月

3日から5日までの3日間、「国際

聖書フォーラム2006」を開催し、

国内外の聖書学者を招いて、聖書

翻訳に関する研究発表や、さまざ

まなテーマでのセミナー、シンポ

ジウムを計画している。「今、聖書

を問う」というテーマのもとに、聖

書について広く学んでいただける

機会として企画している。キリス

ト教会の教職者や研究者に限ら

ず、多くの方々にぜひこの機会を

捉えて参加していただけるよう願

ってやまない。



エフェソの信徒への
手紙を読む

8

永田竹司

国際基督教大学教授・ ICU教会牧師

ながた　たけし

「
エ
フ
ェ
ソ
の
信
徒
へ
の
手
紙
」
は
、
獄
中
で
執
筆

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
こ
と

か
ら（
四
・
一
、
六
・
二
〇
）、
伝
統
的
に
は
フ
ィ
リ

ピ
書
、
フ
ィ
レ
モ
ン
書
、
コ
ロ
サ
イ
書
と
と
も
に
、

使
徒
パ
ウ
ロ
に
よ
る
獄
中
書
簡
と
し
て
読
ま
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
文
体
、
内
容
、
ま
た
特
に
コ
ロ
サ

イ
書
を
筆
頭
に
数
多
く
の
パ
ウ
ロ
書
簡
に
依
存
し

て
執
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
判
断
す
る

と
、
パ
ウ
ロ
後
の
時
代（
パ
ウ
ロ
書
簡
の
蒐
集
が
前

提
さ
れ
、
使
徒
的
伝
統
が
教
会
の
土
台
と
さ
れ
て

い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
九
〇
年
代
初
頭
）に
、
パ
ウ

ロ
の
宣
教
の
継
承
と
新
た
な
状
況
で
の
展
開
が
必

要
で
あ
る
と
自
覚
し
た
著
者
が
、
パ
ウ
ロ
の
名
に

よ
っ
て
執
筆
し
た
書
と
し
て
エ
フ
ェ
ソ
の
信
徒
へ
の

手
紙
を
読
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
・
一
に
お
け
る
「
エ
フ
ェ
ソ
に
」
が
有
力
な
写

本
に
は
欠
け
て
い
る
の
で
、
本
書
の
宛
先
を
特
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
コ
ロ
サ
イ
書
を
下
敷

き
に
し
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
が

関
係
す
る
場
所
と
し
て
は
小
ア
ジ
ア
を
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

一
・
一
、
二
の
前
書
き
と
六
・
二
一
―
二
四
の

後
書
き
は
、
パ
ウ
ロ
書
簡
に
倣
う
手
紙
の
形
式
に

従
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
地
域
教
会
の
諸
問
題
を

扱
う
パ
ウ
ロ
書
簡
の
具
体
的
・
個
別
的
な
関
心
は

本
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
本
論
の
前
半
部

（
一
・
三
―
三
・
二
一
）は
、
ク
ム
ラ
ン
宗
団
の「
感

謝
の
詩
篇
」（
1
Q
H
）の
表
現
に
も
似
た
、
賛
美
、

感
謝
、
執
り
成
し
の
祈
り
な
ど
、
礼
拝
に
お
け
る

精
神
の
高
揚
を
促
す
文
体
と
内
容
を
特
徴
と
し
、

後
半
部
（
四
・
一
―
六
・
二
〇
）は
、
前
半
部
で
誇

示
さ
れ
た
教
会
論
的
聖
性
を
こ
の
世
界
の
中
で
保

ち
、
責
任
あ
る
生
き
方
を
す
る
よ
う
に
と
の
一
般

論
的
な
倫
理
的
勧
告
を
内
容
と
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
形
式
は
書
簡
で
あ
る
が
、
内
容
は
礼
拝
説
教

あ
る
い
は
奨
励
で
あ
る
と
言
っ
て
も
大
き
く
間
違

っ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

神
へ
の
賛
美
（
一
・
三
―
一
四
）は
、
キ
リ
ス
ト

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
救
い
の
恵
み
を
内
容
と

す
る
。
キ
リ
ス
ト
の
血
に
よ
る
贖
い
に
よ
っ
て
罪

科
が
赦
さ
れ
、
神
の
子
供
と
さ
れ
る
。
ユ
ダ
ヤ
人

聖書セミナー 5

著
者
、
執
筆
年
代
・
場
所

書
簡
形
式
に
よ
る

祝
詞
と
勧
告
か
ら
な
る
奨
励

キ
リ
ス
ト
の
高
挙
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
恵
み
の
想
起
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も
異
邦
人
も
共
に
新
し
い
一
つ
の
神
の
民
と
さ
れ

る（
二
・
一
一
以
下
も
参
照
）。
こ
の
恵
み
の
奥
義

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
神
の
恵
み
で
あ
る
。

人
間
の
側
の
能
力
や
資
格
に
よ
る
の
で
は
な
く
、

神
の
一
方
的
な
恵
み
に
よ
る
と
い
う
こ
と
が
、
神

の
予
定
と
し
て
表
現
さ
れ
、
賛
美
さ
れ
る
。

賛
美
す
べ
き
神
の
恵
み
へ
の
感
謝（
一
・
一
五
以

下
）は
、
そ
の
感
謝
の
根
拠
で
あ
る
救
い
の
恵
み

を
、
罪
の
中
に
い
た
過
去
と
救
い
に
あ
る
現
在
と

を
対
比
し
て
想
起
す
る
と
い
う
形
で
、
二
章
と
三

章
前
半
に
お
い
て
拡
大
さ
れ
、
展
開
さ
れ
る
。
信

仰
に
と
っ
て
の
想
起
の
役
割
の
重
要
性
に
注
目
す

る
必
要
が
あ
る
。

さ
て
、
一
方
で
キ
リ
ス
ト
の
死
の
重
要
性
も
想

起
さ
れ
て
い
る
が（
一
・
七
、
二
・
一
三
、
一
六
。

五
・
二
、
二
五
も
参
照
）、
本
書
で
圧
倒
的
に
強

調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
復
活
し
、
天
上
に
お
い
て

神
の
右
に
座
し
、
宇
宙
万
物
を
支
配
す
る
高
挙
の

キ
リ
ス
ト
で
あ
る（
一
・
二
〇
以
下
）。
宇
宙
的
主

で
あ
る
キ
リ
ス
ト
が
、
キ
リ
ス
ト
の
体
で
あ
る
教

会
の
頭
で
あ
る（
一
・
二
二
、
二
三
）。
こ
の
よ
う

な
キ
リ
ス
ト
論
お
よ
び
教
会
論
は
す
で
に
コ
ロ

一
・
一
五
―
二
〇
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
が
、
こ

の
宇
宙
的
主
で
あ
る
高
挙
の
キ
リ
ス
ト
に
規
定
さ

れ
た
教
会
論
が
、
本
書
の
神
学
思
想
の
中
心
的
パ

ラ
ダ
イ
ム
を
構
成
し
て
い
る
。

パ
ウ
ロ
に
お
け
る
教
会
が
基
本
的
に
地
域
教
会

を
指
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
書
で
は
九
回

「
教
会
」（
エ
ク
レ
ー
シ
ア
）と
い
う
用
語
が
使
用
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
全
世
界
的
・
普

遍
的
教
会
を
指
し
て
い
る
。
教
会
は
多
様
な
イ
メ

ー
ジ
で
表
現
さ
れ
る（
神
の
家
族
、
新
し
い
神
殿
、

キ
リ
ス
ト
の
充
満
、
キ
リ
ス
ト
の
花
嫁
な
ど
）。
し

か
し
、
支
配
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
「
キ
リ
ス
ト
の
体
」

で
あ
る（
一
・
二
三
、
二
・
一
六
、
四
・
四
、
一
二
、

一
六
〈
二
回
〉、
五
・
二
三
、
二
八
、
三
〇
）。

本
書
に
お
け
る
教
会
論
で
見
落
と
し
て
は
な
ら

な
い
重
要
な
こ
と
は
、
Ｒ
・
シ
ュ
ナ
ッ
ケ
ン
ブ
ル
ク

の
指
摘
ど
お
り
、
地
域
教
会
の
総
体
で
は
な
く
、

そ
れ
と
は
異
な
る
理
念
型
と
し
て
の
天
上
の
教
会

が
意
味
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
教
会
は
、
救
い

の
目
的
で
あ
る
宇
宙
の
統
一
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ

り
、
キ
リ
ス
ト
の
宇
宙
的
支
配
の
現
実
化
の
先
取

り
で
あ
る（
一
・
一
〇
）。
し
た
が
っ
て
、
キ
リ
ス
ト

者
の
救
い
の
確
実
性
が
圧
倒
的
に
現
実
化
さ
れ
た

終
末
論
的
表
現
で
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の（
特

に
二
・
六
）、
他
方
で
こ
の
世
界
で
は
依
然
と
し
て
、

ま
だ
敗
北
を
知
ら
な
い
反
神
的
諸
力
が
働
い
て
お

り
、
キ
リ
ス
ト
者
は
、
そ
の
諸
力
に
対
し
て
神
の

救
い
の
業
を
宣
言
す
る
役
目
を
負
い
つ
つ（
三
・
九
、

一
〇
）、
諸
力
の
攻
撃
か
ら
身
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
存
在
と
し
て
世
界
の
た
だ
中
に
い
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
い
る（
六
・
一
〇
以
下
）。

本
書
の
理
念
型
と
し
て
の
教
会
論
は
、
A
・

T
・
リ
ン
カ
ン（E

phesians,
T
exas,

1990

）が
的

確
に
総
括
し
て
い
る
ご
と
く
、
キ
リ
ス
ト
者
が
生

き
る
に
値
す
る
象
徴
的
意
味
世
界
の
構
築
の
試
み

で
あ
る
。
不
安
と
闇
が
依
然
と
し
て
支
配
す
る
世

界
で
、
い
か
に
愛
を
基
調
と
し
て
仕
え
合
う
こ
と

で
一
つ
の
信
仰
共
同
体
を
形
成
す
る
責
任
を
担
っ

て
い
く
か
と
い
う
実
践
的
関
心
と
本
書
の
教
会
論

は
表
裏
一
体
を
な
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

本
稿
は
二
〇
〇
五
年
九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
開
か

れ
た
「
第
十
六
回
秋
の
聖
書
セ
ミ
ナ
ー
」
の
講
義
内
容

を
も
と
に
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ユ
ダ
ヤ
人
と
異
邦
人
と
か
ら
な
る

一
つ
の
普
遍
的
教
会
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「
令
子
ち
ゃ
ん
、
私
ね
、
最
近
、
今
ま
で
当
た
り
前
に
で
き
た
こ
と
が
、
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
。
何
か
、
ま
る

で
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
通
っ
て
い
る
み
た
い
。
光
が
見
え
な
く
て
、
い
つ
ま
で
こ
ん
な
こ
と
が
続
く
の
か
…
…
。
こ
の
気
持
ち
、
分

か
る
?!
」

私
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
来
て
く
れ
て
何
年
ぶ
り
か
に
会
っ
た
こ
の
友
人
は
、
今
、
更
年
期
障
害
真
っ
た
だ
中
。
こ
れ
ま
で
何
不
自

由
な
く
順
風
満
帆
な
人
生
を
歩
ん
で
き
た
が
、
こ
こ
に
き
て
自
分
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
と
直
面
し

て
い
た
。
こ
の
友
人
と
は
違
い
、
私
は
い
く
つ
も
の
「
ト
ン
ネ
ル
（
闇
）」
を
通
っ
た
経
験
が
あ
る
。

「
分
か
る
か
っ
て
？
　
私
、
そ
ん
な
ト
ン
ネ
ル
、
い
く
つ
も
通
っ
て
き
た
よ
。
真
っ
暗
な
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
い
る
と
、
出
口
が

見
え
な
い
で
し
ょ
う
？
　
ま
る
で
一
生
こ
の
ト
ン
ネ
ル
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
失
望
す
る
よ
ね
。
で
も
ね
、
こ
の

『
ト
ン
ネ
ル
経
験
』
は
、
す
ご
く
貴
重
な
ん
だ
よ
。
こ
こ
を
通
ら
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
人
生
の
深
み
っ
て
あ
る
ん
だ
よ
。
そ
し
て
、

神
さ
ま
の
素
晴
ら
し
さ
も
ね
。
だ
か
ら
今
、
あ
な
た
は
す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
に
い
る
ん
だ
よ
」
と
彼
女
に
語
り
か
け
た
。

も
う
十
年
以
上
も
前
に
な
る
が
、
テ
レ
ビ
の
あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
深
い
感
動
を
覚
え
た
。
何
気
な
く
観
て
い
た
こ
の
テ
レ
ビ

の
映
像
は
、
私
に
と
っ
て
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
あ
る
ア
フ
リ
カ
の
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
動
物
た
ち
の
営

み
と
苦
悩
を
描
い
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
地
は
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
、
何
日
も
、
い
や
、
何
週
間
も
雨
が
降
ら
ず
、
土
地
は
ひ
び
割
れ
、

草
は
枯
れ
果
て
て
い
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
動
物
た
ち
が
水
を
求
め
て
さ
迷
い
、
う
ろ
た
え
る
、
そ
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
た
。
特
に
印
象

的
だ
っ
た
の
は
、
ペ
リ
カ
ン
の
群
れ
だ
っ
た
。
何
百
、
何
千
羽
の
お
び
た
だ
し
い
数
の
彼
ら
も
、
や
は
り
水
を
求
め
て
い
た
。
し
か
し
、

か
つ
て
の
池
は
も
う
す
で
に
干
か
ら
び
て
お
り
、
彼
ら
は
力
尽
き
て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
バ
タ
バ
タ
と
死
ん
で
い
っ
た
。
一
羽
の
ペ
リ

カ
ン
が
、
ま
る
で
雨
ご
い
を
す
る
か
の
よ
う
に
空
に
向
か
っ
て
苦
し
そ
う
に
目
を
上
げ
て
い
る
姿
が
あ
ま
り
に
も
悲
し
く
て
、
涙
が

と
め
ど
も
な
く
流
れ
た
。
か
わ
い
そ
う
で
、
か
わ
い
そ
う
で
、
動
物
が
好
き
な
私
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
光
景
だ
っ
た
。

と
、
次
の
瞬
間
、
今
度
は
今
ま
で
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
輝
か
し
い
映
像
に
な
っ
た
。
乾
い
て
干
か

ら
び
て
い
た
そ
の
土
地
に
、
群
れ
を
な
し
て
咲
き
乱
れ
る
花
々
が
画
面
を
飾
っ
た
。
そ
れ
は
息
を
呑
む
よ
う
な
美
し
さ
で
、
今
ま

で
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
花
々
が
風
に
揺
れ
な
が
ら
歌
っ
て
い
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
で
流
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
と
も
に
、
ま
る
で
祝
宴

の
音
楽
が
奏
で
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
あ
ん
な
に
乾
き
き
っ
て
い
た
土
地
に
…
…
な
ぜ
？
　
干
ば
つ
の
後
、
雨
が
何
日
も
降

エ
ッ
セ
ー

砂
漠
の
歌

上
原
令
子

24
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り
続
き
、
地
面
は
潤
い
を
取
り
戻
し
て
い
た
の
だ
。

そ
の
地
面
の
中
で
じ
っ
と
雨
を
待
ち
わ
び
て
い
た
花
々
の
種
た
ち
が
水
分
を
吸
収
し
、
い
っ
せ
い
に
命
を
復
活
さ
せ
て
い
た
の

だ
。
彼
ら
は
そ
の
「
ト
ン
ネ
ル
」
の
中
で
蓄
え
続
け
、
雨
に
触
発
さ
れ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
全
開
し
、
土
を
押
し
上
げ
、
芽
を
出
し
、

つ
い
に
は
そ
の
使
命
を
全
う
し
た
の
で
あ
っ
た
。
風
に
花
を
な
び
か
せ
な
が
ら
歌
う
彼
ら
が
、
私
に
は
笑
っ
て
見
え
た
。
そ
れ
は

勝
利
者
の
証
し
で
あ
っ
た
。

神
さ
ま
は
こ
う
し
た
被
造
物
を
通
し
て
も
、
私
た
ち
に
語
っ
て
く
だ
さ
り
、
励
ま
し
を
送
っ
て
く
だ
さ
る
。

「
荒
野
と
砂
漠
は
楽
し
み
、
荒
地
は
喜
び
、
サ
フ
ラ
ン
の
よ
う
に
花
を
咲
か
せ
る
。
盛
ん
に
花
を
咲
か
せ
、
喜
び
喜
ん
で
歌
う
。

レ
バ
ノ
ン
の
栄
光
と
、
カ
ル
メ
ル
や
シ
ャ
ロ
ン
の
威
光
を
こ
れ
に
賜
る
の
で
、
彼
ら
は
主
の
栄
光
、
私
た
ち
の
神
の
威
光
を
見
る
。

弱
っ
た
手
を
強
め
、
よ
ろ
め
く
ひ
ざ
を
し
っ
か
り
さ
せ
よ
」（
イ
ザ
ヤ
三
五
・
一
―
三
、
新
改
訳
）。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
な
ぜ
砂
漠
の
中
を
導
か
れ
て
い
っ
た
の
か
？
　
そ
れ
は
、
何
も
な
い
砂
漠
の
中
で
、
神
以
外
に
頼
る
も
の

が
な
く
、
よ
り
深
く
神
を
知
る
体
験
を
す
る
た
め
だ
っ
た
と
教
え
ら
れ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
何
も
な
い
砂
漠
に
は
、
す
べ
て
が

あ
る
ん
だ
な
と
私
は
結
論
し
た
。
そ
こ
を
通
っ
て
こ
そ
、
自
分
の
力
で
は
な
く
、
他
人
の
力
で
も
な
く
、
神
の
力
に
よ
っ
て
の
み

も
た
ら
さ
れ
る
御
業
が
現
れ
る
。
そ
れ
が
主
の
栄
光
に
な
り
、
私
と
主
だ
け
の
美
し
い
花
と
な
り
、
体
験
と
な
る
の
だ
と
。

素
晴
ら
し
い
こ
と
は
、
こ
の
体
験
は
自
分
の
喜
び
に
と
ど
ま
ら
ず
、
だ
れ
か
の
励
み
に
も
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
が
、「
す

べ
て
の
こ
と
を
働
か
せ
て
益
と
し
て
く
だ
さ
る
」（
ロ
ー
マ
八
・
二
八
）
神
の
摂
理
か
な
…
…
と
主
の
深
い
愛
を
思
う
。
主
に
あ
る

私
た
ち
も
、
あ
の
種
の
よ
う
に
死
な
な
け
れ
ば
豊
か
な
実
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
（
ヨ
ハ
ネ
一
二
・
二
四
）、
ま
た
「
し
ば
ら
く
の

苦
し
み
の
あ
と
で
…
…
堅
く
立
た
せ
」（
I
ペ
テ
ロ
五
・
一
〇
）て
く
だ
さ
る
主
イ
エ
ス
さ
ま
に
自
分
自
身
を
ゆ
だ
ね
て
い
き
た
い
と

思
う
。
必
ず
主
の
勝
利
が
待
っ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
て
。
最
後
に
、
私
の
「
砂
漠
」
体
験
を
通
し
て
書
い
た
歌
を
ご
紹
介
し
た
い
。

１．

あ
な
た
の
そ
の
砂
漠
の
中
に
　
咲
か
せ
て
ご
ら
ん
　
小
さ
な
花
を

誰
も
が
皆
持
っ
て
い
る
の
さ
　
砂
漠
に
残
し
た
そ
の
き
れ
い
な
花
を

一
人
だ
け
じ
ゃ
な
い
　
悩
む
の
は
　
誰
で
も
皆
　
同
じ
さ
　

だ
っ
て
ぼ
く
ら
は
皆
　
生
き
て
い
る
の
さ
　
こ
の
ち
っ
ぽ
け
な
地
球
に

２．

何
も
見
え
な
い
　
砂
漠
の
中
で
　
勇
気
を
も
っ
て
　
進
ん
で
ご
ら
ん

そ
し
た
ら
き
っ
と
　
気
が
付
く
の
さ

あ
な
た
の
そ
ば
に
い
る
　
イ
エ
ス
さ
ま
に

上原令子（うえはら　れいこ）
シンガーソングライター
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倉
田
百
三
の
『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
を
英

訳
で
読
ん
だ
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
フ
ラ
ン
ス

語
版
の
序
文
で
、「
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
の
花
で

あ
り
仏
陀
の
華
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ユ
リ
で

あ
り
ハ
ス
の
花
で
あ
る
。
今
日
の
ア
ジ
ア
に

お
い
て
こ
れ
ほ
ど
純
粋
な
宗
教
的
芸
術
作
品

を
わ
た
し
は
知
ら
な
い
」
と
激
賞
し
た
。

『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
は
、
一
九
一
七

（
大
正
六
）
年
、
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
、
一
躍

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
今
日
ま
で
愛
読
者

が
絶
え
な
い
。
中
心
的
な
題
材
こ
そ
、
親
鸞

の
弟
子
唯
円
に
よ
り
書
か
れ
た
と
い
う
『
歎

異
抄
』
に
と
っ
て
い
る
が
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ

ン
の
言
葉
が
語
る
よ
う
に
、
資
料
は
『
歎
異

抄
』
と
あ
わ
せ
聖
書
で
あ
っ
た
。

当
時
、
倉
田
は
、
旧
約
聖
書
の
ヨ
ブ
記
に

親
し
ん
で
い
た
。
そ
の
影
響
は
、
冒
頭
の

「
序
曲
」
に
お
け
る
、
突
然
わ
が
子
の
死
を

知
ら
さ
れ
る
話
に
反
映
し
て
い
る
。
同
じ
く

「
序
曲
」
に
は
、「
罪
の
価
は
死
」
と
の
ロ
マ

書
六
章
二
三
節
の
言
葉
も
登
場
す
る
。

本
文
を
見
る
と
、「
滅
び
の
子
」（
ヨ
ハ
ネ

伝
一
七
章
一
二
節
な
ど
）、「
迷
い
や
す
い
羊

た
ち
の
群
」（
ペ
テ
ロ
前
書
二
章
二
五
節
）、

「
人
間
は
誓
う
こ
と
は
で
き
な
い
」（
十
戒
な

ど
）、「
陶
器
師
は
土
く
れ
を
も
っ
て
」（
ロ

マ
書
九
章
二
一
節
）、「
休
戦
の
喇
叭
」（
コ

リ
ン
ト
前
書
一
五
章
五
二
節
な
ど
）、「
隣
人

を
愛
せ
よ
」（
マ
タ
イ
伝
一
九
章
一
九
節
な

ど
）、「
旅
人
を
懇
ろ
に
せ
よ
」（
ロ
マ
書
一

二
章
一
三
節
）、「
自
分
ら
が
し
て
ほ
し
い
よ

う
に
、
人
に
も
し
て
や
ら
ぬ
の
は
間
違
い
じ

ゃ
」（
マ
タ
イ
伝
七
章
一
二
節
）、「
人
の
僕

に
な
れ
」
（
マ
タ
イ
伝
二
〇
章
二
七
節
）
、

「
人
の
足
を
洗
っ
て
や
れ
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
一
三

章
一
四
節
）
と
い
う
よ
う
に
、
明
ら
か
に
聖

書
の
語
句
が
随
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
（
こ

『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
に
咲
い
た
ユ
リ
の
花

倉
田
百
三
と
聖
書

鈴
木
範
久

立
教
大
学
名
誉
教
授

す
ず
き

の
り
ひ
さ

人物と聖書

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
序
文
の
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
訳
『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
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こ
で
は
岩
波
文
庫
の
新
版
『
出
家
と
そ
の
弟

子
』
二
〇
〇
三
年
刊
に
よ
る
）。
あ
る
仏
教
学

者
が
本
書
を
評
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る

換
骨
奪
胎
で
あ
る
と
言
っ
た
の
も
一
理
あ
る

ほ
ど
で
あ
る
。

倉
田
百
三
の
一
生
に
お
い
て
最
初
に
聖
書

を
引
用
し
た
も
の
と
な
る
と
、
一
六
歳
の
と

き
に
さ
か
の
ぼ
る
。
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）

年
に
旧
制
中
学
の
校
友
会
誌
に
掲
載
さ
れ
た

次
の
短
歌
で
あ
る
。

ソ
ロ
モ
ン
の
栄
華
を
笑
ふ
我
友
の

胸
に
薫
ば
し
白
百
合
の
花

（
バ
イ
ブ
ル
馬
太
伝
、
六
章
二
九
節
）

カ
ッ
コ
内
の
聖
書
の
箇
所
を
記
し
た
の
も
、

倉
田
本
人
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
、
一
九
歳
の

と
き
に
初
恋
の
女
性
に
あ
て
た
手
紙
が
あ
る
。

そ
れ
も
郵
送
し
た
手
紙
で
な
く
、
小
さ
く
折

り
た
た
ん
で
友
に
託
し
手
渡
し
た
文
字
ど
お

り
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
で
あ
る
。
彼
は
記
す
。

君
は
聖
書
の
馬
太
伝
を
読
み
給
ひ
し
や
、

キ
リ
ス
ト
は
か
く
書
く
こ
と
を
忘
れ
た
り

と
余
は
思
ふ
。「
愛
す
る
も
の
は
幸
な
り
。

そ
は
そ
の
心
神
な
れ
ば
な
り
」
と
。
余
は

信
ず
、
人
の
心
の
最
も
貴
き
時
は
己
の
心

の
利
己
主
義
を
捨
て
ゝ
、
ひ
た
す
ら
他
人

に
幸
あ
れ
か
し
と
祈
る
瞬
間
な
り
と
。

い
う
ま
で
も
な
く
「
山
上
の
垂
訓
」
の
聖

句
を
も
じ
っ
た
文
で
あ
る
。
当
時
、
倉
田
が

聖
書
を
入
手
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で

な
い
。
し
か
し
、
ま
も
な
く
し
て
入
学
し
た

第
一
高
等
学
校
に
は
、
校
長
に
新
渡
戸
稲
造

が
い
た
。
そ
の
も
と
に
キ
リ
ス
ト
教
的
・
宗

教
的
ム
ー
ド
が
著
し
く
漂
っ
て
い
た
。
新
渡

戸
の
影
響
を
強
く
受
け
た
学
生
に
矢
内
原
忠

雄
が
い
た
が
、
倉
田
は
そ
の
矢
内
原
の
態
度

に
抗
議
し
、
キ
リ
ス
ト
教
的
ム
ー
ド
に
反
発

さ
え
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
や
が
て
病
に
か
か
っ
て
長
期

療
養
を
強
い
ら
れ
た
倉
田
は
、
帰
郷
し
て

「
町
の
小
さ
な
教
会
」
へ
通
い
始
め
る
。
そ
の

若き日の倉田百三

こ
ろ
の
生
活
を
、
友
に
送
っ
た
手
紙
の
な
か

で
こ
う
記
す
。

私
は
教
会
で
の
集
り
の
終
り
頃
に
、
皆

立
っ
て
、「
主
の
祈
り
」
を
一
し
ょ
に
い

の
る
時
、「
我
等
に
罪
を
犯
す
も
の
を
我

赦
す
ご
と
く
、
我
等
の
罪
を
も
赦
し
給

へ
。」
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
な
る
と
い
つ
で

も
涙
が
滲
み
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
九
一
四
年
こ
ろ
の
病
気
の
最

も
重
い
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ひ
た
む
き
に
聖
書
に
向

か
っ
た
姿
勢
は
、『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
が

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
文
名
が
あ
が
り
、

体
調
も
軽
快
す
る
と
、
し
だ
い
に
後
退
し
て

い
っ
た
。

た
だ
、
倉
田
が
最
期
を
迎
え
る
二
、
三
カ

月
前
、
病
床
を
見
舞
っ
た
長
与
善
郎
は
、
病

室
の
机
の
上
に
内
村
鑑
三
全
集
の
あ
る
の
を

見
つ
け
て
い
る
。
聖
書
へ
の
回
帰
で
あ
ろ
う

か
。

聖
書
の
言
葉
を
反
映
し
た
手
紙
の
一
部
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国際聖書フォーラム2006

JBS Information 

教会の幅広いご協力をもとめて
昨年12月9日に、日本聖書協会理事・評議員の改選が行われました。
今回は、新たなメンバーとして評議員になられた5名の方々をご紹介いたします。

日本聖書協会は、新たな時代を迎えてさまざまな課題を前にしており、多くの
皆さまのご協力を必要としております。今後も、理事・評議員、そして事務局
一丸となって働きを進めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。

日本聖書協会ではこの5月の連休に、国内外の著名な

聖書研究者をお招きし、聖書翻訳、歴史、写本、解釈

など、さまざまな角度から聖書の最新情報を考察しま

す。3日間で合計30ものセミナーに加え、コンサー

ト、アートギャラリー、聖書クイズ大会、ブックフェ

アなど、多数の魅力的な催しも予定しています。牧師、

司祭、神学生のみならず、聖書に関心を持つさまざま

な層からのご参加もお待ちしておりますので、ぜひご

家族やご友人と一緒に今年のゴールデンウイークには

おこしください。詳細は、日本聖書協会ホームページ

http://www.bible.or.jp/common/forum2006/
をご覧いただくか、総務部広報係 tel. 03-3567-
1988 までお問い合わせください。

● 日時：2006年5月3～5日
3日水（12：30-18：30）
4日木（10：00-18：00）
5日金（10：00-18：30）

※ 5/3レセプション
（19：00-20：30会費制）、

※ 5/5シンポジウム
（16：30-18：30）を予定

● 会場：ホテルニューオータニ
（東京都千代田区／最寄駅・JR四ツ谷、

東京メトロ赤坂見附）

東野尚志
ひがしの　ひさし

1961年生まれ
神奈川県在住
日本基督教団　
鎌倉雪ノ下教会牧師

池田 裕
いけだ　ゆたか

1940年生まれ
茨城県在住
筑波大学名誉教授

小菅 剛
こすげ　つよし

1950年生まれ
北海道在住
日本イエス・キリスト
教団　札幌羊ヶ丘教会
牧師

齋藤清次
さいとう　きよつぐ

1933年生まれ
沖縄県在住
日本ナザレン教団理事長
日本ナザレン教団　
那覇教会長老

船津行雄
ふなつ　ゆきお

1944年生まれ
神奈川県在住
日本アッセンブリーズ・
オブ・ゴッド教団理事
日本アッセンブリーズ・
オブ・ゴッド教団　金
沢キリスト教会牧師

任期：2006年1月～2007年12月
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今回は「ゆっくり楽しむ」をテーマに分割聖書をご紹介します。

日本聖書協会では現在2種類の分割聖書を発行しています。聖書は重くて文字が小さ

いという印象をお持ちの方がけっこう多いのではないでしょうか。

この大型分割聖書はA5判とA4判があり、旧約聖書は 4分

割、旧約続編と新約聖書はそれぞれ1冊になっています。な

んといってもこの聖書の魅力は、軽くて文字が大きいこと。

A5判のものなら、寝そべって仰向けの状態でもゆっくりと読

むことができます。また、教会に聖書を持って行く時も、あら

かじめ聖書箇所がわかっていると便利です。手作りの聖書バッ

グで教会に出かけてみてはいかがでしょう。

分割聖書

この冬、ゆっくり聖書を楽しむ

手作り聖書バッグで…

ここに記載以外の製品も当協会のホームページ http://www.bible.or.jp/online/ からご注文いただけます（荷造送料630円）。

大型分割聖書の文字見本
（原寸大）

A5判サイズの分割版 ルーペなしで読める大きな文字（A4判）

分割聖書
●紙クロス装

●分割聖書NI62D
●5分割ケース入
●定価　7,350円（1分冊1,470円）

●分割聖書・旧約続編つきNI62DCD            
●6分割ケース入
●定価　8,820円（1分冊1,470円）在庫僅少

大型分割聖書
●紙クロス装

●分割旧約聖書NI191D
●4分割ケース入定価
●定価　12,600円（1分冊3,150円）在庫僅少

●分割旧約聖書・旧約続編つきNI191DCD
●5分割ケース入
●定価　15,750円（1分冊3,150円）在庫僅少

●分割新約聖書NI291D
●定価　3,150円

◎価格は全て税込みです
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◆
本
誌
へ
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
葉
書
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
方
に
は
素
敵
な
『
絵
葉
書
セ

ッ
ト
』
を
も
れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

Ｅ
メ
ー
ル
／info@

b
ib

le.or.jp

編
集
後
記

一
九
九
九
年
発
行
の
一
五
号
以
来
、
長
年
に

わ
た
っ
て
親
し
ま
れ
て
き
た
月
本
佳
代
美
さ
ん

に
よ
る
表
紙
画
「
世
界
の
人
々
」
か
ら
、
今
号

よ
り
佐
藤
百
合
子
さ
ん
に
よ
る
「
日
本
の
街
角
」

に
変
わ
り
、
初
回
は
銀
座
四
丁
目
の
風
景
を
描

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
日
本
国

内
、
特
に
聖
書
協
会
に
ゆ
か
り
の
あ
る
土
地
を

巡
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
年
、
銀
座
は
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
進
出
が
続

き
、
様
変
わ
り
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
画
中
に
聖

書
館
は
登
場
し
ま
せ
ん
が
、
街
灯
の
下
の
人
物

は
聖
書
を
手
に
し
て
立
っ
て
お
り
、
こ
の
地
に

お
け
る
私
ど
も
の
さ
さ
や
か
な
思
い
を
込
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

銀
座
の
旧
聖
書
館
は
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）

年
の
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
ま
し
た
。
現
在
の

聖
書
館
は
、
和
光
本
館
（
服
部
時
計
店
）
か
ら

遅
れ
る
こ
と
一
年
、
米
国
聖
書
協
会
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
）

日
本
支
社
と
し
て
三
三
（
昭
和
八
）
年
十
二
月
十

五
日
に
竣
工
さ
れ
、
三
七
年
に
日
本
聖
書
協
会

の
設
立
と
と
も
に
Ａ
Ｂ
Ｓ
よ
り
譲
り
受
け
た
も

の
で
す
。
以
来
、
東
京
大
空
襲
を
も
耐
え
抜
い

て
、
七
十
余
年
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
い
ま
す
。

昨
年
暮
れ
以
降
、
国
内
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
や

ホ
テ
ル
の
耐
震
偽
装
が
明
る
み
に
出
て
、
た
い

へ
ん
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
聖
書
館
は
幸

い
に
も
、
古
く
て
も
頑
丈
な
造
り
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
主
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
聖
書

普
及
の
働
き
は
、
岩
の
土
台
に
建
て
ら
れ
た
家

の
よ
う
に
今
後
も
し
っ
か
り
と
立
ち
続
け
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

★ご献金のお振り込み、お問い合せは募金部が承ります。

「ろう者」の方が求める「手話訳聖書」の
全巻完成を実現させましょう。

読む「聖書」があるのに、なぜあえて「手話訳聖書」を必要とするのか、

疑問に思われる方もいらっしゃるでしょう。難聴の方、中途失聴の方を

別にして、多くのろう者にとっては、日本語と根本的に文法の異なる

「日本手話」が第一言語です。読む聖書を理解することは、ろう者の方

には外国語を学ぶようなものであり、しかも聞こえない状態で学習しな

ければなりません。生まれてすぐ自然に身についた手話は、ろう者の方

にとっていちばん理解しやすい言語なのです。自らの言語「日本手話」

で聖書が読みたいという願いを、ぜひ皆様のお力で実現させてください。

104-0061 東京都中央区銀座4-5-1 募金部　TEL 03-3567-1980
郵便振替　00160－2－18410
銀行振込　三井住友銀行 京橋支店（普）6552744
口座名：（財）日本聖書協会
ホームページアドレス　http://www.bible.or.jp/collect/col04.html

「手話訳聖書」はまだ 9書までしか
完成していません。

2005年12月末、創世記15章まで
発行されました。

一日も早く全巻完成させるために、

皆様のご支援をお願い申し上げます。

ビデオ・DVDの原版
1巻製作するために約
200万円の製作費が
かかります。初めは
販売価格を1巻2000
円としておりました
が、2003年4月から
日本聖書協会が製作
費の助成をするよう
になり、1巻 100円
で販売しています。

手話ビデオを見ている

既刊ビデオ・DVD

訂
正
と
お
詫
び

前
号
の
Ｐ
12
「
エ
ッ
セ
ー
」
の
通
し
ナ
ン
バ
ー
が

22
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
23
で
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Support Request for the Production of the Sign Language Bible
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聖書図書館蔵書シリーズ 25

ティンダル訳新約聖書
1526年刊

（ファクシミリ版, 1976年）
縦：19cm 横：14cm

ギリシア語新約聖書原典から初めて英語に翻

訳したのは、ウイリアム・ティンダルであった。

イングランドでは当時、地区司教の承認がな

ければ聖書の翻訳は禁じられていた。ティンダ

ルは、ロンドンの司教に翻訳許可と援助を求め

たが、拒絶されたためドイツに行き、その後、

母国に帰ることはなかった。

1525年にケルンで印刷を開始したが、市議
会が印刷の継続を禁じたため、ティンダルはヴ

ォルムスへ逃れ、初めから印刷し直し、1526
年に完成した。ヴォルムスで印刷された新約聖

書は、続々とイギリスへ密輸入された。

ティンダルの訳は非常に優れていたので、

1534年に出版された改訂版は、後の英語聖書
の翻訳の基礎となっている。

ティンダルは1536年、異端の判決を受け処
刑された。英国ではティンダル訳新約聖書が徹

底的に廃棄する対象とされたため、初期の版は

ほとんど現存していない。



2
0
0
6
年
2
月
1
日
発
行

﹇
2
月
・
7
月
の
年
2
回
発
行
﹈

ソ
ア
No.

27

〒
1
0
4-

0
0
6
1

東
京
都
中
央
区
銀
座
四
丁
目
5-

1
聖
書
館
ビ
ル

電
話
0
3-

3
5
6
7-
1
9
8
8

F
A
X
0
3-

3
5
6
7-

4
4
5
1

振
替
0
0
1
6
0-

2-

1
8
4
1
0

発
行
・
財
団
法
人

日
本
聖
書
協
会

財団法人 日本聖書協会のホームページ
http://www.bible.or.jp

編集協力＝雜賀編集工房
デザイン＝株式会社 デザインコンビビア

印刷＝株式会社 高速オフセット


